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1.  平成26年4月期第2四半期の業績（平成25年5月1日～平成25年10月31日） 

 当社は、平成25年11月１日を効力発生日として、普通株式１株につき100株の株式分割を行っております。これに伴い、１株当たり四半期純利益金額は前会計
年度の期首に当該株式分割が行われたと仮定して算定しております。 
 平成25年４月期第２四半期累計期間における潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。 
 平成26年４月期第２四半期累計期間における潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、希薄化効果を有している潜在株式が存在しないため、記
載しておりません。 

(2) 財政状態 

 当社は、平成25年11月１日を効力発生日として、普通株式１株につき100株の株式分割を行っております。これに伴い、１株当たり純資産金額は前会計年度の
期首に当該株式分割が行われたと仮定して算定しております。  

(1) 経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

26年4月期第2四半期 499 273.0 31 ― 13 ― 12 ―
25年4月期第2四半期 133 △37.3 △174 ― △181 ― △182 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

26年4月期第2四半期 10.14 ―
25年4月期第2四半期 △171.32 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

26年4月期第2四半期 946 122 12.6 59.18
25年4月期 640 △193 △30.3 △162.19
（参考） 自己資本   26年4月期第2四半期  118百万円 25年4月期  △193百万円

2.  配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無  ：  無   

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

25年4月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00
26年4月期 ― 0.00
26年4月期（予想） ― 0.00 0.00

3. 平成26年 4月期の業績予想（平成25年 5月 1日～平成26年 4月30日）  
（％表示は、対前期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無  ：  無  
 当社は、平成25年11月１日を効力発生日として、普通株式１株につき100株の株式分割を行っております。平成26年４月期の業績予想における１株当たり当期
純利益については、当該株式分割調整後の内容を記載しております。詳細については、次ページ「※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項」
をご覧ください。 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 1,000 113.2 30 ― 30 ― 30 ― 18.51



(1) 四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  ：  無  
   

(2) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

(3) 発行済株式数（普通株式） 

 当社は、平成25年11月１日を効力発生日として、普通株式１株につき100株の株式分割を行っております。これに伴い、期末発行済株式総数（自己株式を
含む）、期末自己株式数及び期中平均株式数（四半期累計）につきましては、前会計年度の期首に当該株式分割が行われたと仮定して算定しております。 

※  注記事項

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更   ：  無
② ①以外の会計方針の変更   ：  無
③ 会計上の見積りの変更   ：  無
④ 修正再表示   ：  無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 26年4月期2Q 2,008,400 株 25年4月期 1,194,500 株
② 期末自己株式数 26年4月期2Q ― 株 25年4月期 ― 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 26年4月期2Q 1,238,734 株 25年4月期2Q 1,066,300 株

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
  この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外ではありますが、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引
法に基づく四半期財務諸表に対するレビュー手続きは終了しております。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
１．上記の予想には、発表日現在において入手可能な情報から得られた判断に基づいております。予想には様々な不確定要素が内在しており、実際の業績に 
  は様々な要素によりこれらの業績予想とは異なる場合があります。業績予想に関する事項は、〔添付資料〕２ページ「業績予想などの将来予測情報に関する
  説明」をご覧ください。 
２．当社は、平成25年６月21日開催の取締役会において、平成25年11月１日を効力発生日として普通株式１株につき100株の割合で株式分割することを決議し 
  ております。 
  これに伴い、株式分割考慮前に換算した平成26年４月期の業績予想は以下のとおりであります。 
  平成26年４月期の業績予想 
  １株当たりの当期純損益（株式分割考慮前） 
     通  期        1,851円39銭 
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（１）経営成績に関する説明 

当第２四半期累計期間の世界経済は、全体としては緩やかな回復傾向が見られましたが、新興国経済の成長鈍

化傾向、米国経済の回復ペースの遅れ等、不透明な状況が続いております。国内経済におきましては、政府・日銀

の積極的な経済政策に伴い個人消費や輸出が徐々に持ち直し、景気は緩やかな回復基調をたどりました。 

当社が属するエレクトロニクス業界におきましては、自動車関連、スマートフォンやタブレット端末機器関連

等の一部の分野では景気の回復基調も見え始めましたが、液晶テレビ、デジタルカメラなどのデジタル家電やパソ

コンは販売不振となり、それらに使われる半導体の需要は低調で推移したことから全般的には企業の設備投資の本

格的な回復には至らず、総じて厳しい状況にて推移いたしました。 

   このような経営環境のもと、当社は、主力製品である基板ＡＯＩ、ＡＶＩの他にローコストの外観検査装置であ

る小型ＡＶＩ（ＡＶ５００）やインライン検査装置（高性能画像処理モジュール）を中心に、国内市場における新

規顧客の開拓及び引合いが増加している海外市場での積極的な営業活動など、シェア拡大に向けた活動を強化して

まいりました。また、製品需要の伸びが期待される台湾での営業・販売促進支援を目的として子会社を設立し、９

月からは本格的に稼動を開始しております。本年の10月23日～25日に台北市で開催されたＴＰＣＡショーには、当

社のフラッグシップモデルであるＳＸ５４００、台湾・中国市場で多数の販売を目指すローコスト・ハイパフォー

マンスＡＶＩ機の新モデルＡＶ－５５を出展し、最先端の新製品を検査できる装置を求めておられる多くの企業様

からご相談を頂くことができました。一方、ファイン対応ＢＧＡ検査装置及びリードフレーム検査装置等につきま

しても積極的に受注獲得に努め、高度化するニーズに適合した製品開発力の強化や一層の品質向上に努めてまいり

ました。 

  この結果、売上高は499百万円（前年同四半期比273.0％増）、営業利益31百万円（前年同四半期は営業損失174

百万円）、経常利益13百万円（前年同四半期は経常損失181百万円）、四半期純利益12百万円（前年同四半期は四

半期純損失182百万円）となりました。 

    

（２）財政状態に関する説明 

 当第２四半期会計期間末における資産の部は、前事業年度末に比べ306百万円増加し、946百万円となりました。

これは主に、現金及び預金239百万円の増加、仕掛品51百万円の増加等によるものであります。  

 負債の部では、前事業年度末に比べ９百万円減少し、824百万円となりました。これは主に、支払手形及び買掛

金49百万円の増加、短期借入金８百万円の減少及び前受金52百万円の減少等によるものであります。 

 純資産の部では、前事業年度末に比べ316百万円増加し、122百万円となりました。これは、資本金及び資本準備

金がそれぞれ150百万円の増加、四半期純利益12百万円の計上等によるものであります。 

（キャッシュ・フローの状況）  

 当第２四半期会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前事業年度末に比べ239百

万円増加し、277百万円となりました。  

 当第２四半期累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。  

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

 営業活動の結果使用した資金は51百万円(前年同四半期は76百万円の使用)となりました。これは主に、たな卸

資産の増加額58百万円、税引前四半期純利益13百万円の計上によるものであります。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

 投資活動の結果使用した資金は０百万円(前年同四半期は２百万円の使用)となりました。これは主に、関係会

社株式の取得による支出１百万円、資産除去債務の履行による支出１百万円、敷金及び保証金の返還による収入

３百万円によるものであります。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

 財務活動の結果獲得した資金は290百万円(前年同四半期は87百万円の使用)となりました。これは主に、株式

の発行による収入299百万円、短期借入金の返済８百万円の純減によるものであります。 

   

（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明 

  当社は、債務超過による上場廃止基準に抵触しておりましたが、平成25年10月22日に発表した「第三者割当によ

る新株式発行の払込完了に関するお知らせ」のとおり、第三者割当増資の払込手続が完了したことによって、当第

２四半期会計期間末において債務超過は解消されております。この調達により受注増加に伴う増加運転資金へも対

処できることとなり、また、新製品開発など研究開発を積極的に実施することができ、継続的に安定した事業運営

が可能になりました。このことにより、金融機関は元より、多くの得意先の与信判断に対し好材料になるため、将

来にわたる事業基盤の強化及び収益の拡大への貢献が見込まれます。 

１．当四半期決算に関する定性的情報
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 本第三者割当増資により、平成26年４月期の決算においても債務超過は解消される見込であるため、当社が上場

廃止に係る猶予期間入り銘柄（有価証券上場規程第603条第１項第３号（債務超過））になっている状態が解除さ

れる見込であります。 

 昨年後半から国内・海外市場ともに新規受注及び新規引合いが増加してきており、目の前に来ているビジネスチ

ャンスをしっかりと捉え、着実に業績を伸ばすため、第三者割当増資に係る手取概算金額287百万円につきまして

は、ニーズに対応した新製品（特に海外でニーズが高まっているフレキシブル基板（ＦＰＣ）向け最終外観検査装

置（ＡＦＶＩ）と次世代向けのハイエンドＡＶＩ）のタイムリーな開発、販売強化のためのデモ用装置製作費用及

び受注増加による増加運転資金に充当します。 

 当社は、今回の資金調達を契機に将来に向けた事業構造の転換と事業基盤の強化を図り、今期業績の足元を固め

つつ、さらに中長期における成長戦略を確実に実施していく所存であります。 

 なお、平成26年４月期の業績予想につきましては、本資料の発表日現在において平成25年６月14日発表の通期の

業績予想から変更はございません。 

  

（１）四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

  該当事項はありません。   

   

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

  該当事項はありません。 

   

 当社は、前々事業年度において 千円の営業損失、前事業年度においては 千円の営業損失を計上し

ております。また、当第２四半期累計期間においては 千円の営業利益を計上しているものの、継続的な収益

性の回復を確認できるまでには至っておりません。当該状況により、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるよ

うな状況が存在しております。 

当社は、このような状況を解消するため、以下の対応策への取り組みを実施しております。 

 （１）受注及び売上高の確保 

 主力製品であるハイエンドの基板ＡＯＩの他、ボリュームゾーンであるミドルレンジのプリント基板検査の市場

開拓を推進するため、国内外ともに直販のみならず、有力な代理店を通じた販売活動を継続しております。 

 また、基板ＡＶＩ（最終外観検査装置）については、台湾の大手基板メーカーと一括供給に合意したハイエンド

基板ＡＶＩに加えて、目視による最終外観検査を行ってきた企業向けに今後ニーズが見込まれる安価な基板ＡＶＩ

の開発が完了しており、さらに台湾・中国市場で多数の販売を目指すローコスト・ハイパフォーマンスＡＶＩ機の

新モデルＡＶ-５５をデビューさせ今後の販売拡大を目指しております。 

 このような状況の中、当社は、製品需要の伸びが期待される台湾での営業・販売促進支援を目的として、台湾桃

園縣桃園市に子会社を設立、運営を開始し、さらなる受注獲得に向けて営業強化を図っております。  

 高速インライン検査装置の分野では、フレキシブル基板やタッチパネル基板などについて、当社が長年ＴＡＢテ

ープ検査装置で培ってきたノウハウを生かしたロールtoロール式検査装置へのニーズが高まりつつあり、受注に向

けて取り組むとともに、インライン検査装置（高性能画像処理モジュール）のリピート受注の獲得に取り組んでお

ります。 

 （２）コスト低減 

 研究開発投資を戦略製品の開発に集中させることで、事業規模とのバランスを図るとともに、徹底した経費削減

対策及び原価低減活動の取り組みを継続的に行っております。  

 （３）資本政策 

平成25年10月22日に、ＦＰ成長支援Ｅ号投資事業有限責任組合、株式会社滋慶及びイノベーション・エンジン

株式会社から第三者割当増資の払込みを受けました。この結果、前事業年度末において抵触していた財務制限条

項及び債務超過を解消することが出来ました。今後は受注及び利益を確保すると共に、引き続き資本の増強を検

討してまいります。 

 （４）資金繰り 

資金面につきましては、引き続き主要取引金融機関に対して継続的な支援が得られるよう良好な関係を築き、

資金調達や資金繰りの安定化に努めてまいります。 

 しかしながら、これらの対応策は実施途上にあり、収益性の回復は今後の受注動向や経済環境に左右されること

から、現時点では継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められます。 

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

３．継続企業の前提に関する重要事象等

165,838 275,087

31,931
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４．四半期財務諸表 
（１）四半期貸借対照表 

（単位：千円）

前事業年度 
(平成25年４月30日) 

当第２四半期会計期間 
(平成25年10月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 38,052 277,084

受取手形及び売掛金 169,296 181,902

仕掛品 146,055 197,325

原材料及び貯蔵品 24,242 31,063

その他 7,964 13,954

流動資産合計 385,610 701,330

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 216,563 209,986

その他（純額） 23,072 22,654

有形固定資産合計 239,635 232,640

無形固定資産 0 0

投資その他の資産 14,826 12,718

固定資産合計 254,461 245,359

資産合計 640,072 946,689

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 75,021 124,833

短期借入金 8,965 －

1年内返済予定の長期借入金 74,814 128,508

未払法人税等 5,538 4,133

製品保証引当金 13,822 10,766

その他 96,507 50,842

流動負債合計 274,667 319,083

固定負債   

長期借入金 535,172 481,418

その他 23,970 23,576

固定負債合計 559,142 504,994

負債合計 833,810 824,078

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,291,923 1,441,941

資本剰余金 623,023 773,041

利益剰余金 △2,108,685 △2,096,119

株主資本合計 △193,737 118,863

新株予約権 － 3,748

純資産合計 △193,737 122,611

負債純資産合計 640,072 946,689
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（２）四半期損益計算書 
（第２四半期累計期間） 

（単位：千円）

前第２四半期累計期間 
(自 平成24年５月１日 
 至 平成24年10月31日) 

当第２四半期累計期間 
(自 平成25年５月１日 
 至 平成25年10月31日) 

売上高 133,989 499,732

売上原価 121,304 290,690

売上総利益 12,685 209,042

販売費及び一般管理費 187,493 177,110

営業利益又は営業損失（△） △174,808 31,931

営業外収益   

受取利息 6 3

補助金収入 475 －

その他 339 395

営業外収益合計 821 399

営業外費用   

支払利息 6,095 5,903

株式交付費 － 11,691

為替差損 － 300

その他 923 785

営業外費用合計 7,019 18,680

経常利益又は経常損失（△） △181,006 13,649

税引前四半期純利益又は税引前四半期純損失（△） △181,006 13,649

法人税、住民税及び事業税 1,948 1,479

法人税等調整額 △273 △395

法人税等合計 1,674 1,084

四半期純利益又は四半期純損失（△） △182,681 12,565
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（３）四半期キャッシュ・フロー計算書 

（単位：千円）

前第２四半期累計期間 
(自 平成24年５月１日 
 至 平成24年10月31日) 

当第２四半期累計期間 
(自 平成25年５月１日 
 至 平成25年10月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税引前四半期純利益又は税引前四半期純損失
（△）

△181,006 13,649

減価償却費 14,758 7,380

株式報酬費用 － 3,748

支払利息 6,095 5,903

株式交付費 － 11,691

受取利息及び受取配当金 △6 △3

売上債権の増減額（△は増加） 150,513 △12,606

たな卸資産の増減額（△は増加） △45,480 △58,091

仕入債務の増減額（△は減少） △60,157 49,812

前受金の増減額（△は減少） － △52,512

その他 48,869 △10,476

小計 △66,414 △41,505

利息及び配当金の受取額 6 3

利息の支払額 △5,779 △6,059

法人税等の支払額 △3,897 △3,571

営業活動によるキャッシュ・フロー △76,083 △51,133

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △499 △385

無形固定資産の取得による支出 △1,800 －

関係会社株式の取得による支出 － △1,684

資産除去債務の履行による支出 － △1,953

その他 △285 3,515

投資活動によるキャッシュ・フロー △2,584 △507

財務活動によるキャッシュ・フロー   

株式の発行による収入 － 299,697

短期借入金の純増減額（△は減少） △50,000 △8,965

長期借入金の返済による支出 △41,344 △60

その他 3,500 －

財務活動によるキャッシュ・フロー △87,844 290,672

現金及び現金同等物に係る換算差額 △0 0

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △166,512 239,031

現金及び現金同等物の期首残高 179,036 38,052

現金及び現金同等物の四半期末残高 12,524 277,084
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 当社は、平成25年10月22日に、ＦＰ成長支援Ｅ号投資事業有限責任組合、株式会社滋慶及びイノベーション・エン

ジン株式会社から第三者割当増資の払込みを受けました。この結果、当第２四半期累計期間において資本金、資本準

備金が150百万円ずつ増加し、当第２四半期会計期間末において資本金が1,441百万円、資本準備金が773百万円とな

っております。  

  

   

（４）四半期財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

当第２四半期累計期間 
（自 平成25年５月１日 
 至 平成25年10月31日） 

   当社は、前々事業年度において 千円の営業損失、前事業年度においては 千円の営業損失を計

上しております。また、当第２四半期累計期間においては 千円の営業利益を計上しているものの、継続

的な収益性の回復を確認できるまでには至っておりません。当該状況により、継続企業の前提に重要な疑義を

生じさせるような状況が存在しております。 

  当社は、このような状況を解消するため、以下の対応策への取り組みを実施しております。 

 ① 受注及び売上高の確保 

  主力製品であるハイエンドの基板ＡＯＩの他、ボリュームゾーンであるミドルレンジのプリント基板検査の

市場開拓を推進するため、国内外ともに直販のみならず、有力な代理店を通じた販売活動を継続しておりま

す。 

  また、基板ＡＶＩ（最終外観検査装置）については、台湾の大手基板メーカーと一括供給に合意したハイエ

ンド基板ＡＶＩに加えて、目視による最終外観検査を行ってきた企業向けに今後ニーズが見込まれる安価な基

板ＡＶＩの開発が完了しており、さらに台湾・中国市場で多数の販売を目指すローコスト・ハイパフォーマン

スＡＶＩ機の新モデルＡＶ-５５をデビューさせ今後の販売拡大を目指しております。 

  このような状況の中、当社は、製品需要の伸びが期待される台湾での営業・販売促進支援を目的として、台

湾桃園縣桃園市に子会社を設立、運営を開始し、さらなる受注獲得に向けて営業強化を図っております。  

  高速インライン検査装置の分野では、フレキシブル基板やタッチパネル基板などについて、当社が長年ＴＡ

Ｂテープ検査装置で培ってきたノウハウを生かしたロールtoロール式検査装置へのニーズが高まりつつあり、

受注に向けて取り組むとともに、インライン検査装置（高性能画像処理モジュール）のリピート受注の獲得に

取り組んでおります。 

 ② コスト低減 

  研究開発投資を戦略製品の開発に集中させることで、事業規模とのバランスを図るとともに、徹底した経費

削減対策及び原価低減活動の取り組みを継続的に行っております。  

 ③ 資本政策 

  平成25年10月22日に、ＦＰ成長支援Ｅ号投資事業有限責任組合、株式会社滋慶及びイノベーション・エンジ

ン株式会社から第三者割当増資の払込みを受けました。この結果、前事業年度末において抵触していた財務制

限条項及び債務超過を解消することが出来ました。今後は受注及び利益を確保すると共に、引き続き資本の増

強を検討してまいります。 

 ④ 資金繰り 

  資金面につきましては、引き続き主要取引金融機関に対して継続的な支援が得られるよう良好な関係を築

き、資金調達や資金繰りの安定化に努めてまいります。 

  しかしながら、これらの対応策は実施途上にあり、収益性の回復は今後の受注動向や経済環境に左右される

ことから、現時点では継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められます。 

   なお、四半期財務諸表は継続企業を前提として作成しており、このような継続企業の前提に関する重要な不

確実性の影響を四半期財務諸表には反映しておりません。 

   

165,838 275,087

31,931

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）
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 株式の分割の実施及び単元株制度の採用  

 当社は、平成25年６月21日開催の取締役会において、株式分割及び単元株制度を採用することを決議し、平成25

年11月１日に効力が発生しております。  

  

（１）株式分割及び単元株制度の採用の目的 

 平成19年11月に全国証券取引所が公表した「売買単位の集約に向けた行動計画」の趣旨を踏まえ、当社株式を

上場している証券市場の利便性・流動性の向上に資するため、１株を100株に分割するとともに単元株制度を採用

することといたしました。 

 なお、この株式分割及び単元株制度の採用に伴う投資単位の実質的な変更はありません。 

  

（２）株式分割の方法 

 平成25年10月31日を基準日として、同日最終の株主名簿に記載又は記録された株主の所有する普通株式を、１

株につき100株の割合をもって分割いたします。 

  

（３）株式分割により増加する株式数 

 ①株式の分割前の発行済株式総数      20,084株 

 ②株式の分割により増加する株式数  1,988,316株 

 ③株式の分割後の発行済株式総数   2,008,400株 

 ④株式の分割後の発行可能株式総数  3,300,000株 

  

（４）単元株制度の採用 

 単元の株式数を100株といたします。 

  

（５）株式分割及び単元株制度の採用の日程 

 効力発生日 平成25年11月１日 

  

（重要な後発事象）
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